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３ 個人情報の保護に関する法律の改正に伴う久留米市個人情報保

護条例、久留米市情報公開条例等の改正について（報告） 

 

３－１ 改正の趣旨 

３－２ 審査会に関わる主な改正について 

 

 

４ 久留米市情報公開・個人情報保護審査会運営要領の改正につい

て（議題） 

 

４－１ 改正の趣旨 

４－２ 改正の内容 

別添資料１ 新旧対照表、新様式 

   別添資料２ 審査請求の流れ 

 

   参考例規 行政不服審査法、久留米市情報公開条例、久留米市個人情報の保護

に関する法律施行条例、久留米市行政不服審査法施行条例  
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３ 個人情報の保護に関する法律の改正に伴う久留米市個人情報保護条

例、久留米市情報公開条例等の改正について（報告） 
 

３－１ 改正の趣旨  

令和３年５月に「個人情報の保護に関する法律」が改正され（以下「改正法」という。）、

令和５年４月から自治体にも改正法が適用されることになったため、これまで久留米市

個人情報保護条例に基づき運用していた本市の個人情報保護制度については、令和５年

度から改正法に基づく全国共通ルールによる運用へ変更することとなりました。 

これに伴い、久留米市個人情報保護条例の改正を行い、あわせて、情報公開制度との

整合を図るとともに、久留米市情報公開・個人情報保護審議会及び久留米市情報公開・

個人情報保護審査会の設置規定の整理等のため、久留米市情報公開条例及び久留米市行

政不服審査会条例並びに関係例規についても改正を行いました。 

 

３－２ 審査会に関わる主な改正について 

 

項目 改正前 改正後 

審査会 

（設置根拠） 

・市情報公開条例を根拠に設置 

 

・行政不服審査法第８１条第１項

の機関として設置 

（任期） 

・委員の任期：２年 

 

・委員の任期：３年 

開示決定の

期限 

・開示請求の翌日から１４日以  

 内 

・訂正請求・利用停止請求の翌日 

から２８日以内 

・情報公開と個人情報のいずれも

請求から３０日以内とする 

※ただし、開示請求の期限は１４

日以内の運用を基本とする 

審査請求の

手続 

・審査請求から諮問までの期限：

１４日以内 

・諮問から実施機関への答申の

期限：９０日以内 

・答申から裁決までの期限：１４

日以内 

・期限の定めなし（行政不服審査

法に定めがないため。） 

不開示情報 

・個人に関する情報 

・法人等に関する情報 

・審議、検討等に関する情報 

・事務又は事業に関する情報 

・公共の安全等に関する情報 

・個人に関する情報 

・行政機関匿名加工情報 

・法人等に関する情報 

・国の安全、他国・国際機関との

関係に関する情報 
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・法令等に定めがある情報 

・公にしないことを条件に提供

された情報 

・社会的差別につながるおそれ

のある情報 

・公共の安全等に関する情報 

・審議、検討等に関する情報 

・事務又は事業に関する情報 

・人の生命等の保護に関する情報 

・公にしないことを条件に提供さ

れた情報 

・社会的差別につながるおそれの

ある情報 
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４ 久留米市情報公開・個人情報保護審査会運営要領の改正について

（議題） 

 

４－１ 改正の趣旨 

 久留米市情報公開・個人情報保護審査会運営要領は、これまで久留米市情報公開条例

及び久留米市個人情報保護条例の規定によって定めていましたが、令和３年５月に個人

情報の保護に関する法律が改正され、令和５年４月から自治体にも適用されることにな

ったため、改正を行うものです。 

 

４－２ 改正の内容 

 改正の主な内容は次のとおりです。 

① 従前、審査会への諮問後に行っていた審査庁の弁明書（処分理由説明書）作成、審 

査請求人による反論書の受領等の事務手続を、審査会への諮問前に審査庁が行うた

め、審査会の事前手続規定を整理するもの 

② 審査会へ諮問後に、審査庁、審査請求人及び参加人から提出された主張書面及び資 

料について、閲覧又は写し等の交付を求める場合の様式を定めたもの 

③ 審査会の答申の公表期間を１０年から５年に変更するもの 

 

 別添資料１ 新旧対照表、新様式 

 別添資料２ 審査請求の流れ 

  

 参考例規 行政不服審査法、久留米市情報公開条例、久留米市個人情報の保護に関す   

る法律施行条例、久留米市行政不服審査法施行条例 
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（現行）久留米市情報公開・個人情報保護審査会運営要領 （全部改正案）久留米市情報公開・個人情報保護審査会運営要領 

○久留米市情報公開・個人情報保護審査会運営要領 

平成２５年総第５８号 

○久留米市情報公開・個人情報保護審査会運営要領 

令和６年法制第 号 

（趣旨） 

第１条 この要領は、久留米市情報公開・個人情報保護審査会規則（平成 14 年久  

留米市規則第６号。以下「規則」という。）第６条の規定に基づき、久留米市情

報公開・個人情報保護審査会（以下「審査会」という。）の運営に関し必要な事

項を定める。 

（趣旨） 

第１条 この要領は、久留米市行政不服審査法施行条例施行規則（令和５年久留   

米市規則第１５号）第５条の規定に基づき、久留米市情報公開・個人情報保護

審査会（以下「審査会」という。）の運営に関し必要な事項を定めるものとす

る。 

 

※運営要領の根拠規定が変更になるため改正するもの 

（不服審査の手続） 

第２条 審査会は、久留米市情報公開条例（平成１３年久留米市条例第２４号。以  

下「情報公開条例」という。）第１８条第１項又は久留米市個人情報保護条例

（平成３年久留米市条例第１７号。以下「個人情報保護条例」という。）第２２

条第２項の規定による諮問を受けたときは、情報公開条例第２２条第１項及び第

４項又は個人情報保護条例第２３条第２項の規定により、実施機関に対し、第１

回の会議（特定の諮問事項の調査審議を行うための最初の会議をいう。以下同

じ。）において、情報公開条例第１１条又は個人情報保護条例第１９条の決定に

係る公文書（以下「対象公文書」という。）の提示及び当該決定の理由等を弁明

した書面（以下「理由説明書」という。）の提出並びに説明を求めるものとす

る。ただし、対象公文書の提示を求める場合において、当該対象公文書の保存に

支障を生じるおそれがあると認めるときその他合理的な理由があるときは、その

写しの提示を求めるものとする。 

２ 会長は、審査会における調査議事の充実及びその効率的な遂行に資するため、

第１回の会議を開催する前に、次に掲げる調査等を行うことができる。 

(1) 必要があると認める場合に、不服申立人及び参加人に対し、実施機関から 

（審査会の事前手続） 

第２条 会長は、審査会における調査議事の充実及びその効率的な遂行に資する 

ため、第１回の会議（特定の諮問事項の調査審議を行うための最初の会議をい

う。）を開催する前に、次に掲げる確認等を行うことができる。 

(1) 必要があると認める場合に、審査請求人、参加人又は行政不服審査法（平   

成２６年法律第６８号。以下「法」という。）第４３条第１項の規定により

審査会に諮問をした審査庁(以下「審査関係人」という。)に対し、法第７５

条第１項の規定による意見の陳述を行う意思の有無を確認すること。 

(2) 法第７６条の規定による主張書面又は資料（以下「主張書面等」とい 

う。）を提出すべき相当の期間を定めること及び調査審議計画を立てるこ

と。 

 

※個人情報の保護に関する法律第１０４条及び久留米市情報公開条例第１８

条による読替後の行政不服審査法の規定により、審査庁が審査会に諮問する

際に弁明書及び反論書を添付すること、弁明書の説明については、必要があ

れば第１回の審査会で審査庁に行わせること並びに必要な調査は行政不服審

査法及び行政不服審査法施行条例に基づいて審査会が行うことができるた

別添資料１ 新旧対照表 
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提出のあった理由説明書の写しを送付するとともに、情報公開条例第２２条第

４項又は個人情報保護条例第２３条第２項の規定により、当該理由説明書に対

する不服申立人の反論等を記載した書面（以下「反論意見書」という。）の提

出を求めること。 

(2) 必要があると認める場合に、不服申立人等に対し、情報公開条例第２３条

第１項又は個人情報保護条例第２３条第２項の規定による意見の陳述を行う意

思の有無を確認すること。 

(3) 意見書又は資料を提出すべき相当の期間を定めること及び調査審議計画を

立てること。 

め、法令と重複するものを削るもの 

 

行政不服審査法施行条例第 11 条 インカメラ審理等 

行政不服審査法第 74 条 審査会の調査権限 

行政不服審査法第 75 条 意見の陳述 

行政不服審査法第 76 条 主張書面等の提出 

行政不服審査法第 77 条 委員による調査手続 

３ 審査会は、情報公開条例第２２条第４項若しくは第２３条第１項又は個人情報

保護条例第２３条第２項の規定により不服申立人等から意見又は説明を聴く場合

において、必要と認めるときは、委員を指名して、当該委員に聴かせることがで

きる。この場合において、当該委員は、不服申立人等の意見又は説明の概要を記

載した調書を作成し、審査会に報告しなければならない。 

（審査会への報告） 

第３条 審査会が法第７７条の規定により委員を指名した場合において、当該委  

員は、法第７４条の規定による調査を行ったとき及び法第７５条の規定により

審査関係人の意見を聴いたときは、概要を記載した調書を作成し、審査会に報

告しなければならない。 

 

※審査会が、調査を行う委員を指名した場合の調査内容に関する報告規定を追

加するもの 

４ 審査会は、反論意見書及びそれに関連する資料の提出があったときは、実施機

関にその写しを送付して内容を通知する。 

（審査関係人への通知） 

第４条 審査会は、主張書面等の提出があったときは、審査関係人主張書面等提

出通知書により提出者以外の審査関係人に対し通知しなければならない。 

 

※改正後の久留米市情報公開条例第１８条の規定に基づき、反論書は審査庁で

ある情報公開・個人情報コーナーが受領し、諮問書に添付して審査会に送付す

る。主張書面等については、現要領第３条第５項で写しを送付することとされ

ているが、行政不服審査法第７８条は閲覧等を規定するに留まっているため、

提出があった事実のみを審査関係人に通知することとし、閲覧等を希望する場

合は、運営要領第７条の手続きを行うこととするもの 
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５ 審査会は、不服申立人等から意見書（理由説明書及び反論意見書を除く。）及

びそれに関連する資料の提出があったときは、前３項の規定に準じてこれを取り

扱うものとする。 

 

※改正後の久留米市情報公開条例第１８条と重複するため削るもの 

６ 審査会は、対象公文書に市以外の第三者に関する情報が記録されているとき

は、情報公開条例第２２条第４項又は個人情報保護条例第２３条第２項の規定に

より、必要があると認めるときは、口頭又は書面により、当該第三者から意見を

聴取することができる。 

 

※行政不服審査法第７４条と重複するため削るもの 

７ 情報公開条例第２２条第４項若しくは第２３条第１項又は個人情報保護条例第

２３条第２項の規定により口頭で意見を述べることのできる者の人数は、５人以

内とする。ただし、審査会が特に必要と認めたときはこの限りでない。 

（意見陳述の人数） 

第５条 法第７４条又は第７５条第１項の規定により口頭で意見を述べることの  

できる者の人数は、５人以内とする。ただし、審査会が特に必要と認めたとき

はこの限りでない。 

 

※口頭意見陳述の根拠規定が、久留米市情報公開条例及び久留米市個人情報保

護条例から行政不服審査法に変更になったため改正するもの 

（会議の公開） 

第３条 審査会の会議は公開とする。ただし、会議が情報公開条例第２５条又は第  

３２条ただし書の規定に該当するときは、非公開とする。 

 

※久留米市行政不服審査法施行条例第９条に基づき非公開とするため削るもの 

（議事録） 

第４条 審査会の議事録は、会議の議題又は論点ごとの審議経過を明らかにした要  

点筆記とする。 

２ 審査会は、次に掲げる事項を記載した会議録を作成する。 

 (1) 開催日時 

 (2) 出席者の氏名 

 (3) 会議に付した事案の件名 

 (4) 議事の概要 

 (5) 前各号に掲げるもののほか、必要な事項 

３ 議事録は、会議に出席した委員の承認を得て確定する。 

（議事録） 

第６条 審査会の議事録は、会議の議題又は論点ごとの審議経過を明らかにした 

要点筆記とする。 

２ 審査会は、次に掲げる事項を記載した議事録を作成する。 

 (1) 開催日時 

 (2) 出席者の氏名 

 (3) 会議に付した事案の件名 

 (4) 議事の概要 

 (5) 前各号に掲げるもののほか、必要な事項 

３ 議事録は、会議に出席した委員の承認を得て確定する。 
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（提出意見書等の閲覧等） 

第５条 情報公開条例第２４条第１項の審査会に提出された意見書又は資料（以下

「意見書等」という。）の閲覧の求めは、書面によるものとする。 

２ 前項の書面には、次に掲げる事項の記載を求めるものとする。 

(1) 意見書等の閲覧を求めるものの住所、氏名（法人その他の団体にあって

は、その名称、事務所又は事業所の所在地及び代表者の氏名）及び連絡先 

(2) 閲覧の申込みに係る意見書等の名称又は内容 

(3) 閲覧の区分 

３ 前２項の規定により書面の提出があった場合において、閲覧の諾否に係る審査

会の回答は、会長が決裁する。ただし、会長が必要と認める場合は、審査会の会

議に諮ってこれを決することができる。 

４ 前項の回答は、次に掲げる事項を記載した書面によるものとする。 

(1) 意見書等の閲覧を求めるものの住所及び氏名（法人その他の団体にあって

は、その名称、事務所又は事業所の所在地及び代表者の氏名） 

(2) 閲覧の申込みに係る意見書等の名称又は内容 

(3) 決定の内容 

(4) 閲覧に応じる場合は、その日時及び場所 

（提出主張書面等の閲覧等） 

第７条 審査会に提出された主張書面等の閲覧又は写し等の交付（以下「閲覧

等」という。）の求めは、主張書面等閲覧等請求書により行うものとする。 

２ 前項の請求書の提出があった場合において、閲覧等の諾否に係る審査会の回

答は、会長が決裁する。ただし、会長が必要と認める場合は、審査会の会議に

諮ってこれを決することができる。 

３ 前項の回答は、閲覧等決定通知書により通知するものとする。 

 

※現要領第５条は任意の書面としていたものを新第９条で様式化するため改正

するもの 

（答申の公表） 

第６条 情報公開条例第２６条及び個人情報保護条例第２３条第３項に規定する答  

申の内容は、会議が開催された日の属する年度の翌年度の４月１日から１０年間

久留米市ホームページにおいて公表するものとする。 

（答申の公表） 

第８条 答申の内容は、会議が開催された日の属する年度の翌年度の４月１日か   

ら５年間久留米市ホームページにおいて公表するものとする。 

 

 ※答申書の保存期間は１０年間でるため、改正後であっても、５年を過ぎたも   

のは開示請求手続により開示する。 
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  （様式） 

第９条 この要領に定める様式は、次の各号に定めるところによる。 

 (1) 審査関係人主張書面等提出通知書 第１号様式 

 (2) 主張書面等閲覧等請求書 第２号様式 

 (3) 閲覧等決定通知書 第３号様式 

 

 ※現要領第５条で任意の書面としていたものを様式化するため追加するもの 

附 則（平成２５年総第５８号） 

 この要領は、平成２５年６月１日から施行する。 

附 則（令和６年法制第  号） 

 この要領は、令和６年 月 日から施行する。 

 

 ※審査会の承認を得た日から施行する。 

 



別添資料１ 新様式 

6 

 

第１号様式（第４条関係） 

 

審査関係人主張書面等提出通知書 

 

第     号   

年  月  日   

        様 

久留米市情報公開・個人情報保護審査会 

会長                

  審査請求人     が   年  月  日に提起した     処分に対す

る審査請求について、下記の主張書面等が提出されましたので通知します。 

 

記 

 

 

 

 

以上 

 

 ※ 提出された主張書面等の閲覧又は写しの交付を求める場合は、主張書面等閲覧等

請求書（第２号様式）を当審査会事務局（総務部法制室）に提出してください。 
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第２号様式（第７条関係） 

主張書面等閲覧等請求書 

年  月  日   

 久留米市情報公開・個人情報保護審査会 

 会長                宛て 

 

請求者 郵便番号           

住 所           

氏 名           

電話番号           

  久留米市情報公開・個人情報保護審査会運営要領第７条第１項の規定により、次のと

おり主張書面等の閲覧等を請求します。 

閲覧等に係る

主張書面等の

名称又は内容 

  

閲覧等の方法 
 １ 閲覧   ２ 写し等の交付    

  (希望するものを○で囲んでください。) 

 (注意) １ 請求者の氏名及び住所は、法人その他の団体にあっては、その名称、事務

所又は事業所の所在地及び代表者の氏名を記入してください。 

     ２ 写し等の交付を希望する場合、１枚につき１０円（カラーで複写され、又

は出力されたものにあっては、５０円）の交付手数料を徴収します。 

  



別添資料１ 新様式 

8 
  

第３号様式（第７条関係） 

閲覧等決定通知書 

第     号   

年  月  日   

住所  

 

           様 

久留米市情報公開・個人情報保護審査会 

会長                 

 

      年  月  日に請求がありました閲覧等については、久留米市情報公開・

個人情報保護審査会運営要領第７条第３項の規定により、次のとおり決定しましたので

通知します。 

主張書

面等の

表示 

請求者が請

求した内容 
  

主張書面等

の件名 
  

閲覧等の可否 可 ・ 不可 

閲覧等の不可の理由 

(理由) 

 

 

閲覧等の実施日時     年  月  日 午前・午後  時  分 

閲覧等の実施場所   

 (注意) １ 閲覧等を受ける際には、この通知書を職員に提示してください。 

２ 指定の日時に来られない場合は、あらかじめその旨を電話等により連絡し

てください。 



別添資料２ 審査請求の流れ（改正前）  

１ 

 

 

審査請求人 

 

 

 

 

 

○                                     ○                               ○     

                                        

                                              
                         

総務部法制室 

 

 

 

 

                                                            

                     写し  ○              写し                                                     写し 

○                   ○                                                       ○ 

                                                                            

                                                            

情報公開・個人情

報コーナー 

（各部局総務等） 

 

 

 

                      

                                           

                                   

                                

                                   

                                                              

                                                                              

                                                  

審査会 

 

 

 

 

                                                                      

                                                      

                                                           

                                                       

                                                           

参加人・開示に反

対する第三者 

 

     

                                            ○                                  ○ 

備考 

 

 

 

 

 

審査 

請求書 

裁決書 意見書

書 

裁決書 

認容の

裁決 

受付 却下の

裁決 
理由 

説明書 

裁 決 

審 査 

意見書 

要件 

審査 

検

討 

認容 

却下又 

は棄却 
諮問 諮問した 

旨の通知 

裁決書 

答 申 

検討の結果審査請求を

認容し、全部を開示す

るときは審査会に諮問

せずに裁決する。 

コーナーは審査会に

諮問したときはその旨

を審査請求人等に通

知する。 

審査請求が不適法

な場合は却下す

る。 

協

議 

要

求 

提

出 

提

出 

提

出 送 

付 

写

し

の

送

付 

答申書 

要

求 

送

付 

通

知 

提

出 

諮問書 

要

求 

通

知 

補

正 

送

付 

枠内が審査会の役割 

意見陳述 

意見陳述 



別添資料２ 審査請求の流れ（改正後）  

２ 

 

 

審査請求人 

 

 

 

 

 

○                             ○                      ○              

                                        

                                              
                          

総務部法制室 

 

 

 

 

                                                            

                     写し              写し                                                                 写し 

○              ○                                                                     ○ 

                                                                            

                                                            

情報公開・個

人情報コーナ

ー（各部局総

務等） 

 

 

 

                      

                                           

                                   

                                

                                   

                                                              

                                                                              

                                                  

審査会 

 

 

 

 

                                                                      

                                                      

                                                           

                                                       

                                                           

参加人・開示

に反対する第

三者 

 

     

                                      ○                      〇           

備考 

 

 

 

 

審査 

請求書 

裁決書 

反論書・証

拠書類 

裁

決

書 

認容の

裁決 
受付 却下の

裁決 

弁明書 

裁

決 

審査 

意見書・

証 拠 書

類 

要件 

審査 

検

討 

認容 

却下又 

は棄却 
諮問 

①審理終結 

②諮問した

旨の通知 

裁決書 

答

申 

検討の結果審査請求を

認容し、全部を開示す

るときは審査会に諮問

せずに裁決する。 

審査会は、審査請求人、各コーナー及び参加人等に

主張書面若しくは資料の提出、事実の陳述又は鑑定

を要求でき、審査請求人、各コーナー及び参加人等

は審査会に自らの書面提出又は陳述を要求できる。 

審査請求が不

適法な場合は

却下する。 

協

議 

提

出 

提

出 

送 

付 

送

付 

送

付 

送

付 

提

出 

諮問書 

補

正 

送

付 

送

付 

各コーナーが審理員の役割

を担う。ただし、審理員意見

書の作成は不要。 

答 申

書 の

写し 

答申書 

の写し 

送

付 

裁

決

書 

答

申

書 

枠内が審査会の役割 

口 頭

意 見

陳述 

口頭

意見

陳述 

意見

陳述 
主張書面・

資料 

主張書面・

資料 

意見

陳述 

主張書面・

資料 

意見

陳述 

①審理を終結し、②

審査会に諮問したと

きはその旨を審査請

求人等に通知する。 

提

出 

提

出 

提

出 

要

求 

要

求 

要

求 
送

付 
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